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１ すみだ環境共創区民会議の概要 

すみだ環境共創区民会議は、平成７年度に策定された墨田区環境誘導指針に基

づき、区が行う施策等について区民及び事業者の意見・要望を反映させるために、

「すみだ環境区民会議」として設置されて以来、２年間を１期として活動してい

る。その後、平成１８年度に施行されたすみだ環境基本条例により、区における

環境の共創（※）に関する施策を総合的に推進するための会議として位置づけら

れ、名称を「すみだ環境共創区民会議」と改めた。 

なお、すみだ環境基本条例では、すみだ環境共創区民会議（以下「区民会議」

という。）は次に掲げる事項を行うこととしている。（すみだ環境基本条例第 20

条第 2 項） 

 

〇環境基本計画（すみだ環境の共創プラン）のうち、区民及び事業者の活動と

区の施策との整合性に関し協議すること。 

〇環境の共創に関する実践活動を行うこと。 

〇環境の共創の推進について、必要に応じ区長に意見を述べること。 

〇そのほか、環境の共創の推進に当たっての重要な事項に関し、協議すること。 

 

※ 環境の共創とは「良好で安全かつ快適な環境の維持、回復及び創造並びに環

境との共生をいう。」(すみだ環境基本条例より) 

 

 

 

 

 

 

 

活動の様子 
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２ これまでの活動内容 

 

期数 主な活動内容 

1 期目 

(平成 18 年度) 

会議の運営方法や活動テーマの検討、環境基本条例の普及・啓発、

環境基本計画策定に関する議論、花王墨田工場や区内公園の見学会 

 

２期目 

(平成 19・20 年度) 

雨水、エネルギー、公園、ごみ問題など多様なテーマに関する勉強

会、墨田区の生き物についての講演会、省エネ生活の調査、スカイ

ツリー環境影響評価の勉強会 

３期目 

(平成 21・22 年度) 

「すみだ環境区宣言」に関する議論、緑と生物をテーマとした活動

（緑と生物の現況調査、緑の基本計画、緑と環境、区内道路公園の

緑や東京都の緑の計画に関する講演の聴講、尾瀬での宿泊研修など） 

 

４期目 

(平成 23・24 年度) 

「すみだ環境の共創プラン」の改定に向けた意見集約、環境フェア

への出展開始、緑化やすみだ環境区宣言の周知方法に関するグルー

プ討議 

 

５期目 

(平成 25・26 年度) 

「すみだ環境の共創プラン」の基本目標についての勉強会、水・緑・

ごみの 3 つのテーマについての勉強会、グループ討議及び提言のと

りまとめ 

 

６期目 

(平成 27・28 年度) 

「第二次すみだ環境の共創プラン」の意見交換、荒川をテーマとし

た施設見学会、勉強会や現地調査、環境フェア・すみだまつりでの

荒川に関する区民意識調査 

 

７期目 

(平成 29・30 年度) 

区内の緑と生物をテーマとした活動（環境フェア・すみだまつりで

の環境マップの作成や意識調査、区内外の緑化関連施設の見学、専

門家の講演聴講、緑と生物の現況調査結果の報告・意見交換など）、

ごみ・リサイクル問題についてのアンケート調査 

 

８期目 

(平成 31 年(令和元

年)・令和 2 年度) 

「第二次墨田区緑の基本計画」の策定に向けた意見交換及び区への

意見表明、区内緑のフィールドワーク、今後の緑化の進め方に関す

る意見交換 

 

９期目 

(令和３・４年度) 

「第二次すみだ環境の共創プラン」の中間改定及び「第二次墨田区

緑の基本計画」の策定にあたっての意見交換、「気候変動」をテーマ

とした活動（区民ができる行動、PR 方法、気候変動対策の具体策

の検討、「がすてなーに ガスの科学館」での見学研修）、墨田区の

雨水利用や電力需給に関する講義聴講 
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３ 今期のテーマ 

前期のテーマが「気候変動」であったことを踏まえ、気候変動・地球温暖化対

策として緑が果たす役割が重要であることから、区内の緑を豊かにしていくこと

を目的として、「緑の維持・育成」をテーマに今期の活動を行った。 

また、活動の際には、区民の関心を高めるための情報発信に重点を置いた。 

 

４ 今期の活動内容 

（１）フィールドワーク 

① 花と緑のフィールドワーク 

区内の現状や取組を知り、今後の「緑の維持・育成」に向けた行動、取組、

施策などを検討するために、区内の花と緑に係る取組が行われる現場等を見学

した。 

 

○実施日 

令和５年１１月１２日（日） 参加者 １０名 

令和５年１１月１９日（日） 参加者 １１名 

 

○当日見学コース 

【１１月１２日（日）】 

⑴ 緑と花の学習園  

⑵ あずま百樹園  

⑶ わんぱく天国（遊園緑化）  

⑷ プリメール柳島（まちなか緑化）  

⑸ 業平公園(公園緑化)   

⑹ おしなり商店街（まちなか緑化）  

⑺ スカイツリー付近のハンギングバスケット 

 

【１１月１９日（日）】 

 ⑴ 東向駅周辺の寺島なすのプランター  

⑵ 向島百花園 

⑶ 東白鬚公園  

⑷ たもんじ交流農園  

⑸ 鐘ヶ淵通りのまちなか緑化 
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ルートマップ 
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○委員の意見（抜粋） 

【緑と花の学習園】 

・活動を発信する手段（ＳＮＳ等）があるとよい。 

・花の名札があるのは勉強になった。プランターの花も名札があるとよい。 

・活動している人の顔がわかるとよい。 

・活動を知らなかったが、知ってもらう場が環境フェアだと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東向島駅前周辺の寺島なすのプランター】 

・寺島なすなどの江戸野菜が植えられている 

のはよいと思ったが、反対側のプランターは 

枯れており、管理している事業者に働きかけ 

た方がよい。 

・寺島なすをより普及させてほしい。 

 

 

 

【向島百花園】 

・自然を残した庭園となっていてよい。対照的に百樹園はもう少し自然を残し 

てほしい。 

・季節によって違う景色が見られると思うので、また訪問してみたい。 
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【東白鬚公園】 

・広大な敷地の公園があることを知れてよかった。 

人通りが少なく、イベントがあってもよい。 

 

 

 

 

【たもんじ交流農園】 

・虫と植物の両方が生育できる環境づくりが大切である。 

・企業とコラボして屋上も緑化に活用していければよい。 

・農を楽しむ区民が多くいると感じた。より広い農園が創設されたら、多くの

区民が農体験を楽しみ、コミュニティが育まれ、魅力あるまちづくりに発展

していくと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体・その他】 

・初めて訪問する場所ばかりだった。区内に魅力的な場所があることを発見し

た。 

・人の顔が見えるような管理が好ましい。 

・大横川親水公園のように緑と水があるとよい。 

・区民も手をかけられる場所があるとよい。 

・向島地区と本所地区を比較すると、圧倒的に向島地区の方が、緑が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
業平公園 わんぱく天国 
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・まちなか緑化のプランターが目立っていなかったので、もっとアピールして

もよい。 

・鉢植え等で区民の意識の高さを感じたが、区民に向けて具体的にどう発信し

ていくかが大事だと思った。 

・種のやり取りで周囲との交流ができる。あっという間に広まっていくのが面

白い効果。 

・路地園芸が盛んであると、空き巣の減少につながる。 

・まちなか緑化については、意識が低い事業者に働きかけることも必要であ 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（まとめ） 

今回のフィールドワークで新たに知ったスポットや取組も多く、区民への情

報発信の重要性を改めて認識した。すみだ環境フェア等のイベントや SNS の

活用などどのように情報発信していくかが課題である。 

まちなか緑化については、事業者との連携や働きかけを行っていくことが必

要である。また、人の顔が見える管理、緑や花を通じたコミュニケーションが

あると、緑が豊かになるだけではなく、コミュニティが育まれるなど社会環境

を向上させるメリットもあることを認識した。 

おしなり商店街 十間橋通りまちなか緑化 

東京スカイツリー周辺のハンギングバスケット 

プリメール柳島まちなか緑化 
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② 雨水ネットワーク全国大会 2024 への参加 

区民会議の委員の多くが、「第 14 回雨水ネットワーク全国大会 2024 in す

みだ」に参加した。雨水活用の重要性について再確認するとともに、グリーン

インフラなど緑の維持・育成と雨水活用を組み合わせる事例について多く学ぶ

機会となった。 

特に分科会「雨とネイチャーポジティブ～雨水を活用した都市緑化の可能性」

では、「雨樋プランター」、「たもんじ交流農園」「自分でできる雨庭づくり」な

どの事例が紹介された。 

 

○開催日  令和６年 8 月 3 日（土）及び 4 日（日） 

○場 所  すみだリバーサイドホール、墨田区役所ほか 

○主 催  雨水ネットワーク全国大会 in すみだ実行委員会、墨田区 
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【すみだ環境共創区民会議ページ（抜粋）】 

（２）区民への情報発信の強化 

① 区公式ウェブサイト上での情報発信 

令和 5 年度すみだ環境フェアでのブース出展での意見等を踏まえ、まずは、

すみだ環境共創区民会議の活動を知ってもらうことで、区民に環境に関心をも

ってもらうこととした。 

そのファーストステップとして、区公式ウェブサイト内に区民会議のページ

を作成し、区民会議の活動内容、メンバー構成、活動実績、今期の目標等を掲

載した。 
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② すみだエココラム（すみエコ）の配信 

「すみだ環境の日（以下「環境の日」という。）」を PR するための取組の一

貫として、区公式ウェブサイト内の区民会議のページ上で「すみだエココラム

（すみエコ）」の配信を令和 7 年 1 月より開始した。 

すみエコでは、委員が発信したい環境に関する情報をコラム形式で配信した。

配信の際には、SNS（X、Facebook）投稿で周知を図った。初回配信時には、

区民会議の紹介も併せて行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和７年１月５日配信】 

冬のリビングでの節電の心得 

【令和７年２月５日配信】 

「地球環境と緑」・「梅まつり」 


